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自
動
車
は
物
流
の
根
幹
を
担
う

重
要
な
輸
送
手
段
で
あ
る
。
国
土

交
通
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
２
０

１
２
年
度
の
自
動
車
に
よ
る
貨
物

輸
送
量
は
重
量
ベ
ー
ス
で
約
４４
億

�
で
あ
り
、
こ
れ
は
鉄
道
や
内
航

船
舶
を
含
め
た
貨
物
輸
送
全
体
の

９
割
に
達
す
る
。
自
動
車
物
流
の

主
役
は
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
と

い
っ
た
大
型
車
両
で
あ
り
、
実
働

１
日
１
車
当
た
り
で
１０
�
を
超
え

る
貨
物
を
積
ん
で
、
１
８
０
�
�

以
上
の
距
離
を
運
ん
で
い
る
。
ま

さ
に
基
幹
物
流
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
物
流
量
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
物
流
量
を
担
う
大

型
車
両
に
は
、
重
量
物
を
運
ぶ
た

め
に
パ
ワ
フ
ル
な
大
排
気
量
の
エ

ン
ジ
ン
を
搭
載
し
て
い
る
。
一
般

的
に
用
い
ら
れ
る
の
は
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
が
、
乗
用
車

に
用
い
ら
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ

ン
と
比
べ
て
、
熱
効
率
が
良
い
、

耐
久
性
が
高
い
、
ト
ル
ク
に
優
れ

る
な
ど
の
特
長
が
あ
る
。
そ
の
一

方
で
騒
音
や
振
動
と
い
っ
た
デ
メ

リ
ッ
ト
も
存
在
し
、
特
に
排
出
ガ

ス
に
よ
る
大
気
汚
染
は
問
題
視
さ

れ
て
き
た
。
中
で
も
、
Ｐ
Ｍ
（
粒

子
状
物
質
）
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の

排
出
ガ
ス
に
顕
著
で
あ
る
と
し

て
、
た
び
た
び
や
り
玉
に
挙
げ
ら

れ
て
き
た
。

排
出
ガ
ス
規
制
強
化

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
対
象
に
し
た

自
動
車
排
出
ガ
ス
規
制
は
１
９
７

４
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
Ｐ

Ｍ
を
含
む
本
格
的
な
規
制
は
９４
年

の
短
期
規
制
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ

の
後
、
順
次
規
制
を
強
化
、
拡
大

し
、
現
在
は
２
０
０
９
年
の
い
わ

ゆ
る
ポ
ス
ト
新
長
期
規
制
の
下

で
、
Ｎ
Ｏ
�
（
窒
素
酸
化
物
）
や

Ｐ
Ｍ
の
排
出
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
前
者
は
１
９
７
４
年
の
基

準
と
比
較
し
て
１
％
、
後
者
も
９４

年
当
初
の
基
準
と
比
較
し
て
５
％

に
ま
で
低
減
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
排
出
ガ
ス
規
制
は
自

動
車
Ｎ
Ｏ
�
・
Ｐ
Ｍ
法
や
都
道
府

県
条
例
の
下
、
特
に
大
都
市
圏
に

お
い
て
基
準
を
満
た
さ
な
い
車
両

は
使
用
で
き
な
い
と
い
う
厳
し
い

運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
自
動
車

Ｎ
Ｏ
�
・
Ｐ
Ｍ
法
は
基
準
外
の
車

両
の
新
規
登
録
や
継
続
車
検
を
認

め
な
い
も
の
で
あ
り
、
都
道
府
県

条
例
で
は
運
行
そ
の
も
の
を
認
め

な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

特
に
首
都
圏
で
は
精
力
的
な
対

策
が
行
わ
れ
て
お
り
、
東
京
都
や

千
葉
県
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
を

含
む
九
都
県
市
あ
お
ぞ
ら
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
関
連
す
る
取
り
組

み
や
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い

る
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
れ
ら
規
制
の
効

果
に
よ
っ
て
大
気
環
境
計
測
に
お

い
て
基
準
超
過
と
な
る
測
定
局
の

数
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。

大
気
汚
染
と
同
様
に
、
自
動
車

を
運
行
す
る
上
で
の
悪
影
響
に
挙

げ
ら
れ
る
の
が
交
通
事
故
の
発
生

で
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ

は
車
体
が
大
き
く
重
量
も
重
い
た

め
、
事
故
の
被
害
が
深
刻
に
な
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
実
際
、
走
行
キ

ロ
当
た
り
の
事
故
件
数
の
う
ち
死

亡
事
故
が
占
め
る
割
合
は
乗
用
自

動
車
で
約
０
・
５
％
、
貨
物
自
動

車
で
約
１
％
と
倍
の
差
が
あ
る
。

事
故
件
数
自
体
は
乗
用
自
動
車
の

方
が
１
・
６
倍
多
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
差
は
運
転
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
車
両
に
よ
る
も
の
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
事
故
を
少
し
で
も
減

ら
す
た
め
に
、
安
全
装
置
の
装
着

も
順
次
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
２
０
０
３
年
９
月
に
は

車
両
総
重
量
８
�
以
上
ま
た
は
最

大
積
載
量
５
�
以
上
の
貨
物
自
動

車
に
対
し
て
速
度
抑
制
装
置
（
ス

ピ
ー
ド
リ
ミ
ッ
タ
ー
）
の
装
着
が

必
須
と
な
り
、
時
速
９０
�
以
上
が

出
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
速
度
超

過
に
よ
る
事
故
を
減
ら
す
た
め
の

措
置
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も

事
故
の
原
因
は
様
々
で
あ
る
。

高
速
道
で
隊
列
走
行

国
土
交
通
省
で
は
、
０９
年
３
月

に
発
表
し
た
「
事
業
用
自
動
車
総

合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０
９
」
の
中

で
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
含
む
事

業
用
自
動
車
の
事
故
死
者
数
の
半

減
（
０８
年
の
５
１
３
人
を
１８
年
に

２
５
０
人
に
す
る
こ
と
）
を
目
標

と
し
て
、
様
々
な
対
策
を
進
め
て

い
る
。
最
近
で
は
、
運
転
者
の
過

重
労
働
に
よ
る
事
故
発
生
を
防
ぐ

た
め
、
適
正
な
運
行
管
理
を
目
的

の
一
つ
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
式
運
行

記
録
計
（
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ

フ
）
の
装
着
義
務
付
け
範
囲
の
拡

大
が
議
論
さ
れ
た
。

比
較
的
高
価
な
装
置
で
あ
る
こ

と
か
ら
現
状
で
は
義
務
化
に
至
っ

て
い
な
い
が
、
よ
り
安
価
な
ア
ナ

ロ
グ
式
運
行
記
録
計
や
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
代
替
手
段
を

含
め
て
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、

近
い
将
来
に
は
必
須
の
装
置
と
な

る
だ
ろ
う
。

ま
た
近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
で

あ
る
。
レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
に
よ

っ
て
先
行
車
や
前
方
の
障
害
物
を

認
識
し
、
衝
突
の
可
能
性
が
あ
る

場
合
に
は
運
転
者
に
警
告
、
更
に

は
自
動
ブ
レ
ー
キ
に
よ
る
衝
突
の

回
避
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
乗
用
車
で
は
、
ス
バ
ル

（
富
士
重
工
業
）
が
「
ぶ
つ
か
ら

な
い
車
」
と
い
う
分
か
り
や
す
い

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
こ
の
機

能
を
市
場
投
入
し
て
人
気
を
集
め

た
結
果
、
現
在
で
は
軽
自
動
車
に

ま
で
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。乗

用
車
の
機
能
は
あ
く
ま
で
も

オ
プ
シ
ョ
ン
の
位
置
付
け
だ
が
、

大
型
の
貨
物
自
動
車
に
お
い
て

は
、
こ
の
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー

キ
の
装
着
が
順
次
義
務
化
さ
れ

る
。
車
両
総
重
量
２２
�
以
上
の
ト

ラ
ッ
ク
、
１３
�
以
上
の
ト
レ
ー
ラ

の
新
型
車
に
関
し
て
は
本
年
１１
月

１
日
か
ら
装
着
が
求
め
ら
れ
、
よ

り
小
型
の
車
両
も
新
型
車
は
１９
年

１１
月
１
日
、
継
続
生
産
車
も
２１
年

１１
月
１
日
ま
で
に
は
順
次
必
須
と

な
る
。

最
終
的
に
は
、
高
速
道
路
を
走

行
し
な
い
も
の
を
除
く
車
両
総
重

量
３
・
５
�
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
全

て
が
対
象
と
な
り
、
バ
ス
も
含
め

て
大
型
車
に
は
（
完
全
で
は
な
い

と
は
い
え
）「
ぶ
つ
か
ら
な
い
」
機

能
が
搭
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ト
ラ
ッ
ク
の
事
故
の
う
ち
約
半
数

が
直
進
時
の
追
突
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
装
置
の
効
果

は
極
め
て
高
い
だ
ろ
う
。

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
の
技

術
は
将
来
の
自
動
運
転
へ
と
つ
な

が
る
。
ト
ラ
ッ
ク
が
関
係
す
る
当

該
分
野
の
先
進
的
な
技
術
開
発
の

一
つ
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
振
興
機
構
が
０８
年
か
ら
の
５

年
間
実
施
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｉ
Ｔ

Ｓ
推
進
事
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
は
高
速
道
路
上
で
の
ト
ラ
ッ
ク

の
隊
列
走
行
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
り
、
空
気
抵
抗
の
低
減
に
よ
る

燃
費
の
向
上
を
第
一
の
目
標
と
し

て
、
高
度
な
自
動
運
転
技
術
を
開

発
・
実
証
し
た
。
車
間
距
離
４
�

の
隊
列
走
行
を
実
現
し
、
１６
・
２

％
の
省
エ
ネ
を
達
成
し
て
い
る
。

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
事
業
は
い

ず
れ
も
高
速
道
路
上
で
の
利
活
用

を
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

た
。
近
年
メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
す

乗
用
車
の
自
動
運
転
技
術
も
、
国

の
方
針
に
お
い
て
、
ま
ず
は
高
速

道
路
上
で
の
高
度
運
転
支
援
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。市

街
地
は
課
題
多
い

一
方
、
市
街
地
で
の
自
動
運
転

は
技
術
的
課
題
が
大
き
い
と
し

て
、
先
送
り
さ
れ
て
い
る
状
況

だ
。
し
か
し
、
市
街
地
で
の
自
動

運
転
技
術
の
活
用
こ
そ
自
動
車
交

通
や
物
流
の
可
能
性
を
広
げ
る
ド

ラ
イ
バ
ー
と
な
り
得
る
。
な
ぜ
な

ら
、
大
型
の
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー

ラ
を
用
い
る
基
幹
物
流
だ
け
で
は

な
く
、
市
街
地
に
お
け
る
末
端
物

流
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
か
ら

だ
。例

え
ば
、
主
に
市
街
地
の
物
流

を
担
う
貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業

者
は
２５
万
台
の
車
両
を
活
用
し
て

い
る
。
日
々
の
生
活
に
密
着
し
た

不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
だ
ろ
う
。
更

に
、
こ
れ
ま
で
物
流
業
界
が
入
り

込
め
て
い
な
か
っ
た
市
場
も
存
在

す
る
。
宅
配
ピ
ザ
や
宅
配
ず
し
の

チ
ェ
ー
ン
な
ど
は
あ
る
意
味
独
立

し
た
宅
配
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
生
活
協
同
組
合
の
個

配
や
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
デ

リ
バ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
も
近
年
成
長

を
続
け
て
い
る
。

一
部
で
は
宅
配
便
の
事
業
者
に

委
託
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

が
、
多
く
は
自
社
の
ス
タ
ッ
フ
・

車
両
に
よ
る
運
用
で
あ
り
、
人
件

費
の
負
担
が
重
く
収
益
性
の
点
で

苦
労
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
分
野

に
お
い
て
自
動
運
転
を
活
用
し
、

省
人
化
・
効
率
化
が
実
現
で
き
る

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
大
き
な
成
長
市

場
と
し
て
期
待
で
き
る
。

市
街
地
に
お
け
る
自
動
運
転
は

確
か
に
技
術
的
、
法
制
度
的
な
課

題
が
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

限
定
さ
れ
た
地
域
や
区
域
に
お
け

る
自
動
運
転
で
あ
れ
ば
、
そ
の
課

題
を
最
小
化
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

日
本
総
研
で
は
、
地
域
に
お
い

て
自
動
運
転
さ
れ
る
小
型
の
乗
り

物
を
活
用
し
て
人
や
モ
ノ
の
動
き

を
活
発
に
し
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
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と
名
付
け
た
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
で
は
、
数
年
以
内
の
実
証
事
業

実
現
を
目
指
し
、
地
域
や
企
業
の

協
力
を
得
な
が
ら
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
る
。
物
流
事
業
者
各

位
に
も
幅
広
い
参
画
を
期
待
し
た

い
。副

次
的
効
用
に
注
目

排
出
ガ
ス
の
基
準
や
安
全
装
置

の
義
務
付
け
な
ど
社
会
に
対
す
る

悪
影
響
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
規

制
は
、
そ
の
一
方
で
事
業
者
の
負

担
増
に
も
つ
な
が
る
。
装
置
を
後

付
け
す
る
た
め
の
負
担
も
小
さ
く

な
い
が
、
車
両
更
新
と
な
れ
ば
そ

の
負
担
は
大
き
い
。
更
に
、
高
度

な
機
能
を
搭
載
し
た
車
両
は
価
格

の
上
昇
が
避
け
ら
れ
ず
、
大
半
を

占
め
る
中
小
事
業
者
の
経
営
を
圧

迫
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
免
税
・
減
税

措
置
や
補
助
金
の
交
付
と
い
っ
た

影
響
軽
減
策
が
あ
る
こ
と
に
加
え

て
、
副
次
的
な
効
用
も
注
目
す
る

べ
き
だ
。
新
型
の
車
両
は
燃
費
性

能
も
向
上
し
て
お
り
、
高
騰
を
続

け
る
燃
料
費
の
節
減
に
役
立
つ
。

事
故
の
防
止
は
結
果
的
に
無
駄
な

出
費
を
抑
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
特
に
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど

の
先
進
安
全
自
動
車
の
導
入
は
効

果
が
大
き
く
、
普
及
が
進
め
ば
価

格
低
減
も
期
待
で
き
る
。

更
に
、
自
動
運
転
の
実
現
に
よ

っ
て
人
と
モ
ノ
の
動
き
が
活
発
に

な
る
未
来
は
物
流
業
界
の
新
た
な

成
長
に
つ
な
が
る
。
今
後
も
規
制

当
局
、
車
両
メ
ー
カ
ー
、
事
業
者

が
一
体
と
な
っ
た
制
度
設
計
、
技

術
開
発
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

ココ
ンン
ササ
ルル
タタ
ンン
トト

宮宮
内内

洋洋
宜宜

日日
本本
総総
合合
研研
究究
所所

創創
発発
戦戦
略略
セセ
ンン
タタ
ーー

衝突被害軽減ブレーキから始まる自動運転技術

物
流
市
場
拡
大
つ
な
が
る

当
局
・
事
業
者

メ

ー

カ

ー

一
体
で
制
度
設
計
を

み
や
う
ち
・
ひ
ろ
の
り

１
９
７
７
年
大
阪
府
生
ま

れ
。
２
０
０
７
年
東
京
大
学

大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士

課
程
修
了
後
、
日
本
総
合
研

究
所
入
社
。
現
在
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
グ
リ
ー
ン
交

通
分
野
の
新
規
事
業
開
発
支

援
、
政
策
提
言
に
従
事
。
専

門
分
野
は
低
炭
素
技
術
に
関

す
る
市
場
動
向
、
産
業
動
向

の
調
査
・
研
究
。
主
な
著
書

に
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
終
戦
略（
共
著
）」
、「『
自

動
運
転
』
が
拓
（
ひ
ら
）
く

巨
大
市
場
（
共
著
）
」
。

ゼミナール


